
太
陽
光
発
電

　
２
０
１
２
年
７
月
に
始
ま
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
固
定
価
格
買
取
制

度
」
は
３
年
目
に
入
り
、
水
力
を
除
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
量
に
占
め

る
割
合
は

年
度
の
１
・
４
％
か
ら

年
度
に
は
２
・
２
％
ま
で
増
加
し
た
。
制

度
開
始
後
に
導
入
さ
れ
た
再
エ
ネ
の
う
ち
、
９
割
以
上
を
占
め
る
の
が
太
陽
光

だ
。
太
陽
光
以
外
の
再
エ
ネ
へ
の
参
入
も
促
進
す
る
た
め
、
太
陽
光
に
偏
重
し
た

か
た
ち
に
な
っ
た
買
取
制
度
の
見
直
し
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
需
要
減
速

も
懸
念
さ
れ
る
が
、
再
エ
ネ
全
体
の
普
及
に
向
け
て
は
、
よ
り
一
層
の
導
入
拡
大

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　わが国のエネルギー消費量は生活や産業活動に使用することから増
大し続けている。しかし、エネルギー資源は海外から大きく依存して
おり、エネルギー自給率を上げることが課題となっている。こうした
中、太陽光や風力、小水力、地熱などの新エネルギーを活用する動き
が出てきている。既存のエネルギーと新エネルギーのベストミック
ス、省エネ化に向けた動きなどを通じて、どのようにしてエネルギー
を開発し、いかにして有効利用するかが問われている。新エネルギーについて考えよう
中
長
期
的
に
市
場
拡
大
住
宅
用
な
ど
堅
調
見
込
む

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 １１月２８日 金曜日 　　

出
荷
過
去
最
高

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

「
固
定
価
格
買
取
制
度
」
が

呼
び
水
と
な
り
、
導
入
量
が

急
拡
大
し
た
太
陽
光
発
電
。

太
陽
光
発
電
協
会

東
京
都

港
区

に
よ
る
と

年
度
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
総
出
荷
量

は
前
年
度
比
２
倍
の
８
６
２

万

と
過
去
最
高
に
な
っ

た
。
国
内
向
け
は
同
２
・
２

倍
の
８
・

。
特
に
同

４
倍
に
急
拡
大
し
た
大
規
模

太
陽
光
発
電
所

メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー

な
ど
発
電
事
業
者
用

を
中
心
に
増
加
し
た
。

　
買
取
制
度
で
は
施
行
後
３

年
間
に
お
け
る
買
取
価
格
は

特
に
利
潤
に
配
慮
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
た
め
、

年

度
中
の
申
し
込
み
分
ま
で
は

高
く
設
定
さ
れ
る
。

以
上
の
買
取
価
格
は
、

年

度
は
１

時
当
た
り

円
、

年
度
は
同

円
、

年
度
は
同

円
。
発
電
コ
ス

ト
の
低
下
と
稼
働
率
の
向
上

を
反
映
し
て
順
次
引
き
下
げ

ら
れ
た
た
め
、
少
し
で
も
高

い
価
格
で
申
請
し
よ
う
と
す

る
事
業
者
が

年
度
末
に
集

中
し
た
。

　

年
度
末
以
降
、
九
州
電

力
に
は
接
続
契
約
の
申
し
込

み
が
急
増
。

年
３
月
の
１

カ
月
間
で
過
去
１
年
分
の
申

し
込
み

約
７
万
件

が
あ

り
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
契
約
が

増
え
続
け
る
と
昼
間
の
消
費

電
力
を
太
陽
光
・
風
力
発
電

量
が
上
回
り
、
需
給
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
と
判
断
し
保
留

の
発
表
に
至
っ
た
。

　
経
済
産
業
省
に
よ
る
と

年
８
月
末
時
点
で
発
電
設
備

と
し
て
設
備
認
定
を
受
け
た

太
陽
光
発
電
所
の
総
出
力
は

・

万

。
そ
の
う
ち

稼
働
は

・

。
太
陽

電
池
メ
ー
カ
ー
に
は
と
っ
て

は
設
備
認
定
を
受
け
て
か
ら

稼
働
に
至
っ
て
い
な
い
計
画

分
が
今
後
の
需
要
見
込
み
と

考
え
ら
れ
、
稼
働
分
の
４

５
倍
の
需
要
が
あ
る
計
算
に

な
る
。

　

年
度
が
設
備
認
定
の
申

請
ピ
ー
ク
、
パ
ネ
ル
出
荷
は

―

年
度
に
ピ
ー
ク
と
な

り
、
そ
の
後
は
減
少
傾
向
に

入
る
と
い
う
の
が
大
方
の
見

方
。
数
年
は
続
く
と
見
込
ん

で
い
た
需
要
の
ピ
ー
ク
が
、

今
回
の
保
留
に
よ
っ
て
不
透

明
に
な
っ
た
状
態
だ
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
要
因
も
考
慮

し
た
上
で
中
長
期
的
に
市
場

は
拡
大
し
て
い
く
見
通
し
が

示
さ
れ
て
い
る
。

成
長
シ
ナ
リ
オ

　
太
陽
光
発
電
専
門
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
資
源

総
合
シ
ス
テ
ム

東
京
都
中

央
区

は
「
日
本
市
場
に
お

け
る
２
０
２
０
／
２
０
３
０

年
に
向
け
た
太
陽
光
発
電
導

入
量
予
測
」
を

月
に
発

刊
。
現
状
で
想
定
さ
れ
て
い

る
技
術
開
発
、
導
入
施
策
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
進
む

「
現
状
成
長
ケ
ー
ス
」
と
、

導
入
環
境
で
大
き
な
改
善
が

進
み
導
入
が
加
速
す
る
「
導

入
進
展
ケ
ー
ス
」
の
二
つ
の

シ
ナ
リ
オ
で
予
測
し
た
。

　
予
測
で
は

年
か
ら

年

を
短
期
、

年
か
ら

年
を

中
期
、

年
か
ら

年
を
長

期
と
三
つ
の
時
期
に
分
け
、

市
場
の
動
き
を
ま
と
め
て
い

る
。
短
期
的
に
は
系
統
連
携

問
題
に
よ
り
、
地
域
に
よ
っ

て
は
電
力
系
統
に
接
続
で
き

る
太
陽
光
発
電
容
量
が
上
限

に
達
し
、
接
続
の
留
保
・
拒

否
が
増
え
て
く
る
こ
と
を
想

定
。
「
固
定
価
格
買
取
制
度

の
進
展
・
改
定
」
「
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
継
続
的
な

下
落
」
も
考
慮
し
た
。

　
中
期
的
に
は

年
以
降
、

段
階
的
に
進
め
ら
れ
る
電
力

事
業
改
革
の
「
電
力
小
売
り

自
由
化
」
「
系
統
連
携
技
術

に
お
け
る
対
応
」
「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
適
合
義
務
化
」
の
影

響
を
考
慮
。
長
期
的
に
は

年
代
に
標
準
的
な
導
入
が
進

む
と
考
え
ら
れ
る
「
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
、
ス
マ
ー
ト
ハ

ウ
ス
の
普
及
」
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
技
術
、
蓄
電
技
術
の

進
展
」
「
次
世
代
太
陽
光
発

電
技
術
開
発
の
進
展
」
な
ど

に
よ
り
国
内
市
場
で
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が

進
む
と
し
て
い
る
。

　
現
状
成
長
ケ
ー
ス
の
予
測

結
果
で
は
、

年
度
の
累
計

導
入
量
は

・
８

、

年
度
の
累
計
は

・
７

と
予
想
し
た
。
住
宅
用
市
場

は
堅
調
に
推
移
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
市
場
は
縮
小
す
る
が
そ

の
他
の
産
業
用
市
場
は
住
宅

用
を
超
え
て
安
定
市
場
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た

現
状
１

当
た
り
２
６
０
―

４
１
３
円
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
価
格
は
、

年
ま
で

に
同
１
５
２
―
２
７
０
円
ま

で
下
が
る
。
発
電
コ
ス
ト
は

１

時
当
た
り

・
６
―

・
８
円
と
な
る
。

　
一
方
、
導
入
進
展
ケ
ー
ス

で
は
、

年
度
の
累
計
導
入

量
が

・
３

、

年
度

に
は
累
計
１
１
０
・
８

に
な
る
と
予
想
し
た
。
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
市
場
は
現
状
よ
り

縮
小
す
る
も
の
の
一
定
規
模

で
安
定
化
し
、
そ
の
他
の
産

業
用
市
場
が
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ

ー
ン
と
な
っ
て
日
本
市
場
の

高
位
安
定
化
を
支
え
る
。
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
価
格
は

年
ま
で
に
１

当
た
り
１

４
６
―
２
２
０
円
ま
で
下
が

る
。
発
電
コ
ス
ト
は

・
１

―

・
３
円
で
、
一
部
は
産

業
向
け
電
気
料
金
並
み
に
達

し
、
現
状
の
欧
州
連
合

Ｅ

Ｕ

の
価
格
水
準
に
到
達
す

る
と
予
測
し
た
。

再
エ
ネ
底
上
げ

　
太
陽
光
発
電
協
会
が
目
指

す
の
は
、

年
ま
で
に
産
業

用
と
住
宅
用
合
わ
せ
て
１
０

０

を
導
入
す
る
こ
と
。

設
置
ま
で
の
期
間
が
短
い
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

太
陽
光
発
電
は
飛
躍
的
に
導

入
量
を
伸
ば
し
て
き
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
再
エ
ネ
が
ビ

ジ
ネ
ス
に
な
る
と
い
う
認
識

は
広
ま
っ
た
が
、
同
時
に
系

統
連
携
や
開
発
規
制
緩
和
な

ど
の
課
題
も
顕
在
化
し
て
い

る
。
買
取
制
度
の
見
直
し
が

太
陽
光
に
上
限
を
設
け
る
案

も
含
め
て
検
討
さ
れ
て
お

り
、
再
エ
ネ
普
及
に
必
要
な

環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
蓄
電
池
を
増
や
す
こ
と
や

地
域
間
の
送
電
線
網
を
拡
充

し
、
受
け
入
れ
容
量
を
大
き

く
す
る
と
い
っ
た
対
策
も
あ

る
が
、
膨
大
な
コ
ス
ト
と
時

間
が
か
か
る
。
今
後
の
電
力

シ
ス
テ
ム
改
革
と
も
密
接
に

関
連
し
て
く
る
が
、
太
陽
光

の
勢
い
を
止
め
る
こ
と
な

く
、
再
エ
ネ
全
体
を
底
上
げ

で
き
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。


